
連載第６回

天
然
温
泉

ひ
な
た
の
湯

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
　

河
野
一
壽
さ
ん

インターネットを活用して集客アップ
Ｗマーケティング最前線

下
町
の
憩
い
の
場

プ
ラ
ス
α
の
集
客
を

目
指
し
て

安
心
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

ブッフェ・ワンダーランド～ラスベガス編～



　

ホ
テ
ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
　

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
堺
　

室に導入

電算インフォメーション
スマートコンシェルジュ

ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
会
が


、
日
に
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

外
交
官
ら
神
前
挙
式
見
学

国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会
が
招
待

　大阪観光大学　「大学の新しい役割」　シリーズ第２回

池田　和弘　
大阪観光大学
国際交流学部
准教授　　　

学
習
者
に
優
し
い

新
し
い
英
語
教
育
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ニフパスで作ったぺージ

　
ニ
フ
テ
ィ
が
運
営
す
る
国
内
最
大
級
の
温
浴
施
設
口
コ
ミ
情
報
サ
イ
ト

「
＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
」
は
温
浴
施
設
が
手
軽
に
情
報
発
信
を
行
え
る
新
サ

ー
ビ
ス
「
ニ
フ
パ
ス
」
を
開
始
し
た
。
ニ
フ
パ
ス
を
使
っ
て
集
客
に
成
功
し

た
施
設
に
話
を
伺
い
、
ニ
フ
パ
ス
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
。

『ニフパス』の問い合わせは
「ニフパス」事務局㈱アクトパス
☎（）（平日午前時～午後時）
aqutpas_nifty@list.nifty.co.jp
資料請求はhttp://onsen.nifty.com/mag
azine/nifpas/

天然温泉　ひなたの湯

大阪市淀川区三国本町１の６の
ドルチェヴィータ新大阪９Ｆ
☎（）

新大阪駅から徒歩分で天然
温泉が楽しめる

「
天
然
温
泉
ひ
な
た
の
湯
」

（
大
阪
市
淀
川
区
）
は
、
新

大
阪
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
に
位

置
す
る
都
市
型
の
日
帰
り
温

浴
施
設
。
２
０
０
８
年
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
最
上
階
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　
施
設
の
運
営
全
般
を
管
理

す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
河
野

一
壽
さ
ん
は
、
オ
ー
プ
ン
当

初
か
ら
広
報
も
担
当
。
開
店

当
初
の
販
促
は
、
新
聞
の
週

末
版
へ
の
広
告
掲
載
や
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
中
心
だ
っ

た
。

　
「
開
業
前
は
新
大
阪
駅
が

近
い
の
で
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
中

心
に
な
る
と
思
っ
た
。
オ
ー

プ
ン
し
て
み
る
と
、
徒
歩
や

自
転
車
で
来
店
す
る
近
隣
の

方
々
が
主
要
の
客
層
に
な
っ

た
」
と
河
野
さ
ん
は
語
る
。

　
同
施
設
が
位
置
す
る
淀
川

区
は
、
今
な
お
銭
湯
文
化
が

根
付
く
町
で
、
半
径
１
㌔
㍍

以
内
に
７
～
８
件
の
銭
湯
が

あ
る
と
い
う
。
客
層
は
平
日

が
主
婦
層
、
週
末
は
家
族
連

れ
が
多
く
、
年
齢
層
は

～


代
が
中
心
。
ほ
と
ん
ど
が

銭
湯
感
覚
の
常
連
客
だ
。

　
開
店
後
の
販
促
活
動
は
、

お
年
寄
り
に
も
分
か
り
や
す

い
ア
ナ
ロ
グ
の
ス
タ
ン
プ
カ

ー
ド
と
、
館
内
の
ポ
ス
タ
ー

で
行
っ
て
い
た
。

　
常
連
客
で
賑
わ
っ
て
い
た

同
施
設
だ
が
、
河
野
さ
ん
は

さ
ら
に
集
客
を
伸
ば
そ
う

と
、
開
業
前
に
想
定
し
て
い

た
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
取
り
込
み

に
注
力
す
る
。２
年
ほ
ど
前
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
使
っ
て
販
促
を
行
う

こ
と
を
決
め
た
。

　
当
時
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

開
設
し
て
い
た
も
の
の
、
発

信
す
る
だ
け
の
一
方
通
行
の

販
促
で
は
手
応
え
を
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
閲
覧

者
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
も
ら
え

る
の
で
、
利
用
者
の
反
応
に

応
じ
て
販
促
を
勧
め
て
い
く

お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
た
。

　
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
に
か
か
る

作
業
の
手
間
を
一
つ
に
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
そ

の
と
き
に
出
会
っ
た
の
が
＠

ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
の
新
サ
ー

ビ
ス「
ニ
フ
パ
ス
」だ
っ
た
。

　
ニ
フ
パ
ス
を
使
っ
て
作
成

し
た
文
章
は
、
温
泉
や
温
浴

施
設
好
き
が
集
ま
る
サ
イ

ト
、
＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
に

掲
載
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

同
時
に
同
じ
文
章
が
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

掲
載
さ
れ
る
。

　
「
三
つ
の
ツ
ー
ル
に
同
時

に
記
事
が
投
稿
さ
れ
る
の
で

作
業
時
間
と
手
間
が
短
縮
さ

れ
た
」
と
語
る
。
ニ
フ
パ
ス

の
使
い
や
す
さ
も
魅
力
の
一

つ
で
、投
稿
回
数
も
増
え
た
。

　
ニ
フ
パ
ス
を
使
い
始
め
て

１
カ
月
半
で
、
河
野
さ
ん
が

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
た
ビ
ジ

ネ
ス
客
の
来
店
が
徐
々
に
増

え
て
き
た
。

　
「
ま
ず
施
設
の
場
所
の
検

索
数
が
増
え
た
。
近
隣
駅
か

ら
出
し
て
い
る
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
乗
車
率
も
上
が
り
、
＠

ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ
温
泉
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
持
参
す
る
人
も
増
え

た
」と
効
果
を
実
感
す
る
。

　
ま
た「
最
初
、ニ
フ
パ
ス
の

設
定
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
を

担
当
す
る
ア
ク
ト
パ
ス
の
谷

水
初
美
さ
ん
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
た
ら
す
ぐ
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
安
心
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
も

満
足
し
て
い
る
と
語
っ
た
。

　
米
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
っ

て
き
た
。
筆
者
が
大
好
き
な

都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
な
ん

た
っ
て
、
理
屈
抜
き
に
楽
し

い
。
ホ
テ
ル
の
中
に
流
れ
る

運
河
に
ゴ
ン
ド
ラ
が
行
き
交

う
「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
」
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
を
テ
ー
マ
に
し

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
「
ル
ク

ソ
ー
ル
」
、
巨
大
な
自
由
の

女
神
像
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
が
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
、
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
と
凱
旋
門
が
象

徴
的
な
「
パ
リ
ス
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
が
テ
ー

マ
パ
ー
ク
さ
な
が
ら
。
夜
通

し
カ
ジ
ノ
に
興
じ
る
も
良

し
、シ
ョ
ー
を
観
る
も
良
し
、

街
全
体
が
ま
る
で
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
施
設
の
よ
う
だ
。

　
そ
ん
な
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
ホ

テ
ル
に
つ
き
も
の
な
の
が
、

現
地
で
バ
フ
ェ
と
呼
ば
れ
る

ブ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
。
そ

も
そ
も
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
は
、

カ
ジ
ノ
の
収
益
を
上
げ
る
た

め
に
、
短
時
間
で
食
事
が
で

き
る
こ
の
形
式
を
取
り
入
れ

た
と
さ
れ
る
が
、
今
や
人
気

の
バ
フ
ェ
に
は
行
列
が
で

き
、
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
存

在
に
な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
宿
泊
先
「
Ｍ
Ｇ
Ｍ

グ
ラ
ン
ド
」
は
世
界
一
の
面

積
を
誇
る
ホ
テ
ル
だ
け
あ
っ

て
、
バ
フ
ェ
も
と
て
つ
も
な

く
広
い
。
朝
食
時
に
行
っ
て

み
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
野
菜
が
目

に
入
る
。
サ
ラ
ダ
コ
ー
ナ
ー

に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
葉

物
が
並
び
、
ト
マ
ト
や
パ
プ

リ
カ
な
ど
緑
黄
色
野
菜
も
豊

富
だ
。
ビ
ー
ツ
、
豆
類
、
ピ

ク
ル
ス
な
ど
、
調
理
済
み
の

具
材
も
あ
る
。
温
野
菜
は
、

シ
ン
プ
ル
に
ゆ
で
た
も
の
だ

け
で
な
く
、
い
ん
げ
ん
豆
の

ガ
ー
リ
ッ
ク
炒
め
や
芽
キ
ャ

ベ
ツ
の
バ
タ
ー
ソ
テ
ー
と
い

っ
た
料
理
も
あ
っ
た
。
根
菜

類
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
蕪カ

ブ

や

玉
葱

タ
マ
ネ
ギ

の
オ
ー
ブ
ン
焼
き
の

他
、
あ
ら
ゆ
る
芋
料
理
が
並

ん
で
お
り
、
ベ
イ
ク
に
マ
ッ

シ
ュ
、
ス
テ
ー
キ
入
り
ポ
テ

ト
炒
め
ま
で
あ
っ
た
。

　
オ
ム
レ
ツ
は
中
に
入
れ
る

具
を
選
び
、
シ
ェ
フ
に
焼
い

て
も
ら
う
。
こ
の
具
材
の
種

類
の
多
さ
と
い
っ
た
ら
！
　

パ
ン
ケ
ー
キ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
パ
ン
ケ
ー
キ
や
ワ
ッ

フ
ル
を
、
注
文
し
て
か
ら
焼

い
て
く
れ
る
。
他
に
も
、
オ

ー
ブ
ン
で
焼
い
た
骨
付
き
ハ

ム
を
シ
ェ
フ
が
カ
ッ
ト
し
て

く
れ
る
な
ど
、
目
の
前
で
調

理
し
て
く
れ
る
ラ
イ
ブ
・
キ

ッ
チ
ン
方
式
を
充
実
さ
せ
、

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
。

　
肉
類
も
数
え
き
れ
な
い
。

豚
や
七
面
鳥
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
肉
の
太
っ
ち
ょ
な
自
家
製

ソ
ー
セ
ー
ジ
、ハ
ン
バ
ー
グ
、

タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
に
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
。そ
う
言
え
ば
、

か
つ
て
「
ウ
イ
ン
」
の
バ
フ

ェ
で
朝
食
を
い
た
だ
い
た
時

は
、
超
厚
切
り
の
プ
ラ
イ
ム

リ
ブ
ま
で
あ
っ
た
っ
け
…
。

　
パ
ン
の
種
類
も
、
そ
こ
に

パ
ン
屋
さ
ん
が
１
軒
で
き
て

し
ま
う
ほ
ど
の
充
実
度
。
マ

フ
ィ
ン
や
デ
ニ
ッ
シ
ュ
、
シ

ナ
モ
ン
・
ロ
ー
ル
、
ベ
ー
グ

ル
、
ド
ー
ナ
ツ
、
数
え
あ
げ

た
ら
キ
リ
が
な
い
。
ケ
ー
キ

類
な
ど
デ
ザ
ー
ト
も
山
ほ
ど

並
ん
で
い
る
様
子
は
、
も
は

や
何
で
も
ア
リ
状
態
。

　
そ
ん
な
中
か
ら
食
べ
た
い

物
を
選
び
出
す
の
は
、
と
て

も
楽
し
い
。
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
に
迷
い
込
ん
だ
ア
リ
ス
の

よ
う
な
気
分
に
な
る
の
は
、

圧
倒
さ
れ
る
量
と
、
朝
か
ら

ス
テ
ー
キ
を
食
べ
る
食
文
化

の
違
い
か
。そ
れ
に
し
て
も
、

太
っ
た
ア
リ
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
つ

つ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の
あ
る

バ
フ
ェ
を
楽
し
ん
だ
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
会

（
東
京
都
豊
島
区
）
は

、


の
両
日
、
ハ
ラ
ー
ル
（
ハ

ラ
ル
）
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
「
ハ

ラ
ー
ル
の
基
礎
と
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
」
を
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
八
重
洲
通
り

（
同
中
央
区
）
で
開
く
。

　
講
座
を
通
じ
て
ハ
ラ
ー
ル

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
事

例
を
参
考
に
ハ
ラ
ー
ル
の
基

礎
を
学
ぶ
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
生
か
す
こ
と
を
目
指

す
。

　
講
師
は
、
基
礎
編
が
日
本

ア
ジ
ア
ハ
ラ
ー
ル
協
会
の
サ

イ
ー
ド
・
ア
ク
タ
ー
理
事
、

取
組
編
は
マ
レ
ー
シ
ア
ハ
ラ

ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ア

ク
マ
ル
・
ア
ブ
・
ハ
ッ
サ
ン

社
長
、
助
成
金
編
は
い
し
い

行
政
書
士
事
務
所
の
石
井
亜

由
美
代
表
、
展
望
編
は
ハ
ラ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
会
の
佐
久

間
朋
宏
代
表
理
事
ら
、
ハ
ラ

ー
ル
事
業
に
精
通
し
た
各
分

野
の
専
門
家
が
担
当
す
る
。

　
講
座
は
２
日
間

時
間

（
５
コ
マ
）
。
受
講
料
は
一

般
５
万
４
６
０
０
円
、
ハ
ラ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
協
会
会
員
４

万
２
千
円
。遠
方
割
引
あ
り
。

　
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

先
は
、
ハ
ラ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

協
会
☎
０
３
（
４
５
４
０
）

７
５
６
４
。

大
人
の
癒
し
宿

２
０
１
４
　
　

～
西
日
本
編

　
週
末
旅
行
の
宿
選
び
に
最

適
な
一
冊
。
露
天
風
呂
付
き

客
室
が
あ
る
宿
や
新
規
開
設

の
宿
、
さ
ら
に
料
理
自
慢
、

源
泉
か
け
流
し
、
女
子
旅
歓

迎
と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
宿


軒
を
紹
介
し
て
い
る
。
客

室
や
温
泉
、
料
理
の
カ
ラ
ー

写
真
も
ふ
ん
だ
ん
に
掲
載

し
、
美
し
い
作
り
に
仕
上
げ

た
。

　
さ
ら
に
、
効
果
を
紹
介
す

る
「
健
康
で
キ
レ
イ
に
な
れ

る
！
　
温
泉
の
力
」
「
泉
質

で
選
ぶ
〝
美
〟
温
泉
」
、
温

泉
に
つ
い
て
の
素
朴
な
疑
問

に
答
え
る
「
温
泉
な
ん
で
も

Ｑ
＆
Ａ
」
と
い
っ
た
特
集
ペ

ー
ジ
も
充
実
。

　
本
書
は
中
部
以
西
の
宿
を

特
集
し
た
。
東
日
本
編
は
来

年
１
月
の
発
売
予
定
に
な
っ

て
い
る
。

　
編
集
発
行
は
マ
ガ
ジ
ン
ト

ッ
プ
、
企
画
協
力
は
Ｊ
Т
Ｂ

商
事
、
発
売
元
は
メ
デ
ィ
ア

パ
ル
。
１
２
８
㌻
、
８
８
０

円
（
税
込
み
）
。
問
い
合
わ

せ
は
Ｊ
Т
Ｂ
商
事
旅
館
ホ
テ

ル
商
事
部
企
画
課
☎
０
３

（
６
８
３
２
）
４
７
１
０
。

　

月
１
日
で
開
業
１
周
年

を
迎
え
た
「
ホ
テ
ル
・
ア
ゴ

ー
ラ
　
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

堺
」
（
堺
市
、
２
４
１
室
）

は
、
「
上
質
な
本
物
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
ル
ー
ム
を
同
日
、
オ
ー
プ

ン
し
た
。
シ
モ
ン
ズ
社
製
の

高
級
マ
ッ
ト
レ
ス
や
、
高
性

能
な
デ
ス
ク
チ
ェ
ア
、
Ｗ
ｉ


Ｆ
ｉ
環
境
な
ど
に
加
え
、

ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
注
文
が

可
能
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
携
帯

端
末
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
ア
イ
パ

ッ
ド
）
を
全

室
に
導
入
し

た
。
こ
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は
、
電

算
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

（
静
岡
市
）が
開
発
し
た
「
ス

マ
ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

を
搭
載
。
同
ホ
テ
ル
で
は
、

館
内
と
周
辺
の
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て

も
有
効
活
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
客
室
に

設
置
す
る
こ
と
で
、
ル
ー
ム

サ
ー
ビ
ス
の
注
文
に
加
え
、

館
内
や
食
事
の
案
内
、
非
常

口
と
避
難
経
路
の
確
認
な
ど

が
簡
単
に
で
き
る
ほ
か
、
全

て
の
情
報
に
英
訳
を
併
記
す

る
こ
と
で
外
国
人
客
へ
の
サ

ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
も
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
ま
で
紙
ベ
ー

ス
だ
っ
た
宿
泊
約
款
や
館
内

案
内
図
な
ど
は
不
要
と
な

り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
も
実

現
し
た
。

　
操
作
方
法
は
、
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
に
触
れ
る
だ
け
。
欲
し

い
情
報
を
す
ぐ
に
入
手
で
き

る
。
「
利
用
者
は
、
フ
ロ
ン

ト
へ
の
電
話
確
認
の
手
間
や

わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
も
解
放

さ
れ
る
」
と
同
社
。
ま
た
、

動
画
を
交
え
る
こ
と
で
よ
り

効
果
的
な
案
内
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。

　
土
産
や
ル
ー
ム
サ
ー
ビ
ス

の
メ
ニ
ュ
ー
の
更
新
な
ど
の

旬
な
情
報
は
簡
単
に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
で
き
、
施
設
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
も
少
な
い
。

　
最
新
の
情
報
を
素
早
く
宿

泊
客
に
伝
え
る
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

採
用
を
決
め
た
同
ホ
テ
ル
。

「
今
ま
で
、
旬
の
情
報
は
す

べ
て
印
刷
物
を
客
室
に
置
い

て
い
た
が
、
そ
の
手
間
が
な

い
」
と
宿
泊
部
の
藤
岡
直
樹

課
長
。
「
経
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
っ
た
」
と
高
く
評
価

す
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先
は
、
電
算
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
５
４

（
２
８
９
）
２
２
１
０
。

高
速
バ
ス
シ
ス
テ
ム

提
供
会
社
と
連
携

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
は

月


日
、
全
国
の
高
速
乗
合
バ
ス

会
社
に
基
幹
シ
ス
テ
ム
「
発

車
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト
」
を
提

供
し
て
い
る
工
房
（
埼
玉
県

川
口
市
）
と
シ
ス
テ
ム
連
携

を
開
始
し
た
。

　
今
回
の
連
携
で
、
楽
天
ト

ラ
ベ
ル
の
取
扱
路
線
は
３
３

４
路
線
と
な
る
。
今
後
販
売

路
線
を
拡
大
す
る
方
針
で
、

来
年
３
月
に
は
国
内
最
大
取

扱
路
線
数
と
な
る
約
６
５
０

路
線
に
拡
大
す
る
計
画
。

　
国
際
親
善
と
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
振
興
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
国
際
交
流
サ
ー
ビ
ス
協
会

は

月

日
、
日
本
の
伝
統

様
式
に
の
っ
と
っ
た
神
前
挙

式
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、


カ
国

人
の
駐
日
大
使
、

大
使
館
員
と
家
族
を
招
き
、

東
京
・
元
赤
坂
の
明
治
記
念

館
で
模
擬
神
前
挙
式
を
披
露

し
た
。

　
参
加
者
は
ま
ず
、
神
道
と

皇
室
に
ゆ
か
り
の
あ
る
明
治

記
念
館
の
歴
史
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
い
た
。
そ
の
後
、

総
檜ひ

の
き

造
り
の
儀
式
殿
で
と

り
行
わ
れ
た
挙
式
で
、
厳
粛

な
面
持
ち
で
明
治
神
宮
の
神

職
、
楽が

く

人じ
ん

、
巫み

女こ

、
さ
ら
に

新
郎
新
婦
の
作
法
や
振
る
舞

い
を
見
つ
め
て
い
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
懇
親
会

の
席
で
は
、
網あ

み

谷た
に

道
弘
館
長

か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
。
大
使
ら
は
秋
の
味
覚

を
堪
能
し
な
が
ら
、
新
郎
新

婦
と
の
記
念
撮
影
を
楽
し
ん

だ
。

　
ネ
パ
ー
ル
の
マ
ダ
ン
・
ク

マ
ー
ル
・
バ
ッ
タ
ラ
イ
大
使

は
「
私
の
国
で
は
結
婚
式
は

２
日
間
に
及
ぶ
の
で
ず
い
ぶ

ん
違
い
ま
す
。
日
本
の
挙
式

は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、
美

し
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
語

っ
た
。
ま
た
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
女
性
一
等
書
記
官
は

「
日
本
の
結
婚
式
は
凝
縮
さ

れ
た
充
実
感
が
あ
り
、
と
て

も
神
聖
な
感
じ
が
し
ま
し

た
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
料
理

は
ア
ー
ト
の
よ
う
で
し
た
」

と
話
し
て
い
た
。

模
擬
神
前
挙
式
を
見
学
す

る
外
交
官
ら

指
導
の
様
子

　
本
年
４
月
に
開
設
し
た

国
際
交
流
学
部
の
英
語
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
考
え
方
は
、

「
学
習
者
に
優
し
い
」
で

す
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、

学
習
者
に
甘
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

習
者
の
視
点
に
立
ち
、
分

か
り
や
す
く
、
身
に
付
け

や
す
い
教
育
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
私
が
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
追
求
し
始
め
た
理
由

は
、
他
で
も
な
い
私
自
身

が
英
語
の
勉
強
に
お
い

て
、
大
変
苦
し
い
体
験
を

し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

読
み
方
も
わ
か
ら
な
い
単

語
の
洪
水
、
難
解
な
文
法

用
法
の
羅
列
、
そ
し
て
、

ひ
ね
く
れ
た
文
法
問
題
の

連
続
に
疲
れ
果
て
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。
「
こ
ん
な

こ
と
が
言
葉
の
勉
強
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
そ

の
思
い
が
全
て
の
原
点
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
日
本
の
英

語
教
育
に
つ
い
て
は
多
く

の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、

実
情
は
「
私
た

ち
」
の
時
代
と

少
し
も
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

毎
年
相
変
わ
ら
ず
多
く
の

英
語
嫌
い
が
生
み
出
さ

れ
、
運
よ
く
そ
の
難
を
逃

れ
た
者
も
、
結
局
は
大
学

生
、
あ
る
い
は
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
個
人
だ
け

で
な
く
、
社
会
に
と
っ
て

も
大
き
な
損
失
で
す
。

　
本
学
部
の
英
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
学
習
者
の
視

点
に
立
ち
、
無
理
、
無
駄

を
省
い
た
、
人
材
を
活
性

化
す
る
英
語
教
育
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

＜
Ｃ
Ｓ
Ｊ
メ
ソ
ッ
ド
＞

　
国
際
交
流
学
部
で
は
、

大
阪
観
光
大
学
が
新
た
に

開
発
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ソ
ッ
ド
＝
Ｃ
Ｓ
Ｊ
メ
ソ
ッ

ド
で
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
Ｃ
Ｓ

Ｊ
メ
ソ
ッ
ド
は
、
レ
キ
シ

カ
ル
・
グ
ラ
マ
ー
や
エ
マ

ー
ジ
ェ
ン
ト
・
グ
ラ
マ
ー

と
い
っ
た
最
新
の
文
法
に

基
づ
く
指
導
実
績
を
応
用

し
て
い
ま
す
。

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ル
ー

ム
に
導
入
し
た


